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市   民 

 
市民関係で は， 相談・ 広聴業務を はじ め， コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り ， 市民協働， 消費生

活， 市 民文化の創造， 国民年金， 国民健康保険， 戸籍・ 住民基本台帳及び 印鑑登録，

人権， 男女共同参画に 関す る 各種業務を 推進し て い る 。  

特に ， 市民と の協働に よ る 活力あ る 地域づ く り を 進め る た め ， コ ミ ュ ニ テ ィ ビ ジ ョ

ン を 推 進し て い る 。  

１ 広  聴 

(1) 広  聴 

名  称 摘       要  

市 長 と 語 る 会 
 市長が自ら地域等に出向き， 市政の動向を報告すると と もに，

意見交換を行い， 市民の声を活かし たまちづく り を推進する。  

まち かど コ メ ン テータ ー 
 市民の声を聴く 機会を増やし ， より 幅広く 意見やニーズを把握

するため， まちかどコ メ ンテータ ーを活用する。  

届けよ う ！わたし たち が

考える かごし ま 市政事業 

 若い世代の市民参画の機会を増やし ， 共創のまちづく り に資す

る人材を育成するため，中学生が市政について学び，提言を行う 。 

わ た し の 提 言 

 市政に関する意見， 提言などを市内の公共施設等に備え付けた

専用の手紙セッ ト やホームページの専用フォームにより 寄せても

ら う もので， 寄せら れた提言は， 直接市長が目を通し ， 今後の市

政推進の参考と する。  

○ 手紙セッ ト の設置箇所 159カ所（ 令和７ . ４ . １ 現在）  

市 政 出 前 ト ー ク  

 職員が市民の要請に応じ て地域に出向き， 市政に関する情報を

分かり やすく 伝えると と も に， 意見や提言などを伺い， 施策の参

考と する。  

○ テーマ数 128テーマ（ 令和７ 年度）  

○ 開催件数 561件（ 令和６ 年度実績）  
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(2) 市民相談 

市政に 対す る 要望・ 意見等に 対応 す る 市政相談を はじ め ， 日常発生す る さ ま ざ ま な

市民の 悩み事に 対し て ， 市民相談員等に よ る 一般相談， 専門家に よ る 法律相談， 税務

相談， 登記相談， 人権相談な ど を 実施し ， 市民の生活の安定を 図る 。（ 相談は無料）  

種   別  場   所 実施日 相  談  員 概   要  

市 政 相 談 
市民相談センタ ー 

各支所 
月～金曜日 市職員 

市政に対する要望・ 意見

など 

一 般 相 談 

市民相談センタ ー 

各支所（ 桜島支

所所管は桜島

総務市民課）  

月～金曜日 

市民相談員（ 市民相談セ

ンタ ー）及び市職員（ 各支

所）  

相続問題，離婚の手続き，

金銭貸借など日常発生す

る悩みごと  

法 律 相 談 

（ 昭和36年５ 月～） 

市民相談センタ ー 
月16回 

（ 予約制） 
鹿児島県弁護士会会員 

民事上の法律問題など全

般 
谷山支所 

月４ 回 

（ 予約制） 

税 務 相 談 

（ 昭和46年５ 月～） 

市民相談センタ ー 

谷山・ 伊敷・  

吉野支所 

年10回 
南九州税理士会鹿児島支

部会員 

所得税，相続税，贈与税な

ど個人に課税さ れる国税

に関するこ と  

登 記 相 談 

（ 昭和52年４ 月～） 

市民相談センタ ー 

谷山・ 伊敷・  

吉野支所 

月１ 回 
鹿児島県司法書士会鹿児

島支部会員 

 

不動産（ 相続等）の登記申

請手続きなど 吉田・ 桜島（ 桜島総

務市民課）・ 喜入・

松元・ 郡山支所 

年２ 回 

市民相談センタ ー 

谷山・ 伊敷・  

吉野支所 

年６ 回 

鹿児島県土地家屋調査士

会鹿児島支部会員 

土地建物の調査・ 測量な

ど 吉田・ 桜島（ 桜島総

務市民課）・ 喜入・

松元・ 郡山支所 

年２ 回 

建 築 相 談 

（ 昭和53年10月～） 
市民相談センタ ー 月１ 回 

（ 一社） 鹿児島県建築士

事務所協会会員 

新築・ 増築の手続き，工事

契約， 耐震相談など 

人 権 相 談 

（ 昭和57年４ 月～） 

市民相談センタ ー 

谷山支所 
月１ 回 

人権擁護委員 

法務局職員 

人権に関するこ と ，近隣・

家庭内のもめごと など 

伊敷・ 吉野支所 年６ 回 

吉田・ 桜島（ 桜島総

務市民課）・ 喜入・

松元・ 郡山支所 

年４ 回 

花 と 緑 の 相 談 

（ 昭和57年４ 月～） 
市民相談センタ ー 月１ 回 花と 緑の相談員 

庭木のせん定， 植物の管

理など 

不動産鑑定相談 

（ 平成元年10月～） 
市民相談センタ ー 月１ 回 

（ 公社） 鹿児島県不動産

鑑定士協会会員 

不動産の鑑定評価，地代・

家賃の適正価格など 

く ら し  

手 続 き 相 談 

（ 平成10年11月～） 

市民相談センタ ー 

谷山支所 
月１ 回 鹿児島県行政書士会会員 

遺言書、遺産分割協議書、

契約書類などの作成に関

する相談（ 紛争のおそれ

がないも のに限る）  
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(3) 鹿児島市総合案内コールセンター「サンサンコールかごしま」 

目   的   市民から の問い 合わせを 年中無休で 受け 付け ， 迅速かつ 的確な 対応

を 行い ， 市民サー ビ ス の向上を 図る 。  

開設年月日  平成20年１ 月10日  

運 営 日 時  年中無休 午前８ 時～午後７ 時 

Ｆ Ａ Ｘ ， 電子メ ー ルは 24時間受信 

電話番号等  電話： 099－808－3333（ はれは・ さ ん さ ん ・ サン サン コ ー ル）  

Ｆ Ａ Ｘ ： 099－808－2525（ はれは・ に こ に こ ）  

電子メ ー ル： 市ホ ー ム ペ ー ジ のお 問い 合わせフ ォ ー ム から  

問い 合わせ内容 市役所で の手続き ， イ ベ ン ト 情報， 施設案内な ど  

２ コミュニティ推進 

(1) 町内会加入促進事業（ 平成21年度から 実施）  

町内会加入や活動への参加を 促進 す る た め ， 転入者等への加入案内や， 町内会加入

促進月 間に お け る 周知広報， 町内会加入申込プ ラ ッ ト フ ォ ー ムの運用， 本市施設の無

料利用 券の活用等を 行っ て い る 。 ま た ， 令和元年度に 締結し た 「 町内会加入促進に 関

す る 協 力協定」 に 基づ く 関係団体等と のさ ら な る 連携に よ り ， 不動産仲介事業者に 町

内会に 関す る 説明や加入申込フ ォ ー ム の利用案内 を 依頼し ， 申込件数に 応じ て ， 不動

産団体 等へ手数料を 支払う こ と で ， 加入率が低い 賃貸ア パー ト 等入居者の町内会への

加入促 進を 図る 。  

(2) 町内会活動活性化事業 （ 令和６ 年度から 実施）  

活力あ る 地域コ ミ ュ ニ テ ィ の形成及び 維持を 図る た め ， コ ミ ュ ニ テ ィ 活動の活性化

や地域 の連帯強化の促進を 目的と す る 事業を 実施す る 町内会に 対し 補助金を 交付す る 。 

① 基 礎額 

申請年度の４ 月１ 日時点の加入世帯数に 応じ て 定め る 額（ ４ ～７ 万円）  

② 活 動加算額 

加入促進や親睦交流等の８ つ の事業のう ち ， １ 事業当た り ５ 千円を 加算（ ２ 事

業以上の実施が必須， 上限３ 万円）  

※補助金額は上記①と ②の合算額で ， 申請は１ 年度に つ き １ 回  

(3) 町内会デジタル活用促進事業 （ 令和６ 年度から 実施）  

町内会活動の効率化や負担軽減等 を 図る た め ， 情報発信やオ ン ラ イ ン 集金等のデ ジ

タ ルツ ー ル活用に 係る 交付対象経費の３ 分の２ 相当額（ 限度額 10万円） を 補助す る 。

申請は １ 年度に つ き １ 回， 最大５ 回ま で 。  

(4) コミュニティ交流会（ 平成14年度から 実施）  

地域に お け る コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り の向上を 図る た め ， 町内会長や役員， 市民を 対象

に 交流 会を 開催す る 。  

(5) 町内会集会所建築等補助事業 （ 平成９ 年度から 実施）  

町内会のコ ミ ュ ニ テ ィ 活動の拠点と な る 集会所の建築等に 対し ， 経費の一部を 補助

す る 。  
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（ 対象 工事等及び 補助率）  

①  新築又は取得 

交付対象経費の２ 分の１ 以内（ 限度額500万円）  

②  リ フ ォ ー ム  

交付対象経費の２ 分の１ 以内（ 限度額300万円）  

③  バリ ア フ リ ー 化  （ 平成21年度から 実施）  

交付対象経費の２ 分の１ 以内（ 限度額50万円）  

④  耐震診断   （ 令和５ 年度 から 実施）  

交付対象経費の３ 分の２ 以内（ 限度額 木造： 10万円， そ の他構造： 50万円）  

⑤  耐震改修工事 （ 令和５ 年度 から 実施）  

交付対象経費の２ 分の１ 以内（ 限度額100万円）  

※④及び ⑤に つ い て は， 旧耐震基準の集会所のみ対象  

(6) コミュニティビジョン推進事業 （ 平成23年度から 実施）  

各校区の地域コ ミ ュ ニ テ ィ 協議会の活動等を 支援す る 。  

(7) 町内会の多様な世代の参加応援事業 （ 令和５ 年度から 実施）  

多様な 世代の町内会加入や活動参 加を 促進す る た め ， 町内会を 対象に デ ジ タ ルツ ー

ルの活 用や事業運営に 関す る 支援を 行う 。  

① デ ジ タ ルツ ー ル活用支援  

町内会活動に お け る デ ジ タ ルツ ー ルの活用に 関す る 講座を 開催す る と と も に ，

講座の受講団体のう ち ，希望す る 団体に 講師を 派遣し ，実践的な 活用を 支援す る 。  

② 事 業・ 運営見直し 支援  

誰で も 参画し やす い 組織運営を 目指す た め ， コ ミ ュ ニ テ ィ 活動の業務全体を 可

視化し ， 広く 業務を 分担す る 仕組みの普及に 向け て ， 希望す る 団体 に 職員を 派遣

し ， 役員や活動ご と のマ ニ ュ ア ル化を 支援す る 。  

(8) 地域づくり活動支援事業者表彰事業 （ 令和５ 年度から 実施）  

（ 目的 ）  

事業者等の地域づ く り 活動への参加意識の醸成を 図る た め ， 町内会等の活動の推進

に 寄与 し た 事業者等を 表彰す る 。  

（ 対象 ）  

・ 市内 に 主た る 事務所又は営業所を 有す る 企業等  

・ 町内 会やコ ミ ュ ニ テ ィ 協議会の活動の推進に 寄与し ， 住みよ い 地域づ く り を ５ 年以

上継続し ， 支援す る 事業者  

３ 地域活性化 

(1) 地域の魅力・活力共創事業 （ 令和４ 年度から 実施）  

（ 目的 ）  

本市 の周 辺部 に 位 置す る ５ つ の 地域 （ 吉 田・ 桜島 ・ 喜 入・ 松元 ・ 郡 山） に お い て ，

地域活 性化ア ド バイ ザー を 活用し ， 住民と と も に ， そ れぞ れの資源や特性な ど を 生か

し た 個 性豊かな 地域づ く り に 向け た 計画の策定や事業の実施に 取り 組む。  

（ 事業 概要）  
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① 各 支所に お け る 事業の実施  

「 地域と 共に 創る ま ち づ く り プ ラ ン 」（ 以下「 プ ラ ン 」 と い う ） に 基づ き ， 事業

を 実施す る 。  

支所 令和７ 年度の主な 事業  

吉田 

◇吉田ふれあ い 農園の開設  

◇小中学生を 対象と し た 星空フ ェ ス タ の開催  

◇ペ ダ ルな し 二輪遊具を 用い た イ ベ ン ト の開催  等 

桜島 

◇地域の飲食店等の連携に よ る マ ルシ ェ 開催や情報発信 

◇デ ジ タ ルを 活用し た 高齢者等のデ ジ タ ルデ バイ ド の解消に よ る 生

活利便性の向上のた めの支援 等 

喜入 

◇喜入旧麓交流館「 陽だ ま り 」 の運営支援  

◇Ｊ Ｒ 喜入駅を 活用し た 交流拠点の整備と レ ン タ サイ ク ルの導入  

 等 

松元 

◇お 茶の魅力の発信を メ イ ン テ ー マ と し た 「 ま つ も と  ま る っ と  

マ ルシ ェ 」 の開 催 

◇県卓球連盟と 連携し た 地域内の小学校で の卓球教室の開催  

◇松陽高等学校の生徒に よ る 地域の小学校で の美術作品制作教室  

や、 同校生徒の 作品展覧会の開催  等 

郡山 

◇e-Bi keレ ン タ サイ ク ルの２ 拠点運用に よ る 利用促進  

◇地域全体を 会場と す る １ カ 月間の「 い ろ ど り マ ルシ ェ kor i yama」

の開催 等 

② 地 域懇話会の開催 

地域団体等と の協議の場と し て ， 各支所に 「 地域懇話会」 を 設置し ， プ ラ ン の

実施な ど に つ い て の意見を い た だ く 。  

③ 地 域活性化ア ド バイ ザー の活用  

企業から 派遣さ れた 職員を 「 地域活性化ア ド バイ ザー 」 と し て 地域づ く り 推進

課に 配置し ， 支所と 連携し 事業実施な ど を 支援す る 。  

(2) さくらじま地域おこし協力隊活動事業 

（ 目的 ）  

鹿児島市内で 人口減少及び 高齢化 が最も 進行し て い る 桜島地域に お い て ， 地域外の

人材を 積極的に 誘致し ， そ の定住・ 定着を 図り ， も っ て 地域の活性化及び 活力の維持

強化に 資す る 。  

（ 事業 概要）  

桜島地域に お い て ， 地域お こ し 協 力隊が， 地域資源を 活用し た ブ ラ ン ド 力の向上や

特産品 のＰ Ｒ 等に 取り 組み， 地域の振興を 図る 。  

① 設 置人数 ２ 名 

② 設 置年月日 令和７ 年10月１ 日（ 予定）  

③ 隊 員の主な 活動内容 

ア  地域資源を 活用し た ブ ラ ン ド 力の向上， 特産品のＰ Ｒ 等  

イ  魅力情報の発信等  

ウ  そ の他桜島地域の活性化及び 活力の維持強化  

④ 隊 員の雇用形態  

法人に 活動支援を 含め て 業務委託し ， 委託先で 雇用す る 。  
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(3) 地域まつり支援事業 

地域住民のふれあ い と 地域社会の活性化を 促進す る た め ， 吉田・ 桜島・ 喜入・ 松元・

郡山地 域のま つ り へ助成を 行う 。  

(4) 改新交流センター 

設置目的 

地域住民のふれあ い 及び 交流を 促進し ， 地域の活性化を 図る 。  

施設概要 

施設内容  １ 階 和室 

２ 階 多目的ホ ー ル， 資料室  

そ の他 多目的広場 

所 在 地  古里町262番地 

建物概要  ア  建物構造 鉄筋コ ン ク リ ー ト 造 地上２ 階建  

イ  延床面積 369. 62㎡ 

開  館  平成28年３ 月17日 

休 館 日  12月29日～１ 月３ 日  

開館時間  午前９ 時～午後５ 時  

使用料金  ア  和室 １ 時間に つ き 100円 

イ  多目的ホ ー ル １ 時間に つ き 200円 

４ 市民協働 

(1) 「鹿児島市の市民参画を推進する条例」 

（ 目的 ）  

本市に お け る 市民参画の基本的な 事項を 定め る こ と に よ り ， 市政への市民参画の推

進を 図 り ， も っ て 市民と 市と の協働に よ る ま ち づ く り を 進め る こ と を 目的と す る 。  

（ 条例 の概要）  

① 市 民参画手続の実施（ 第６ 条 ）  

ア  パブ リ ッ ク コ メ ン ト 手続の実施  

イ  審議会等への付議  

ウ  意見交換会等の開催 

エ  ワ ー ク シ ョ ッ プ 方式等  

（ ※原則と し て パブ リ ッ ク コ メ ン ト 手続を 実施）  

② 市 民参画手続の対象等（ 第７ 条）  

ア  市の基本的な 政策を 定め る 計画及び 個別行政分野に お け る 施策の基本的な 事

項を 定める 計画の策定又は変更  

イ  公用又は公共用に 供さ れる 重要な 施設の建設等に 係る 計画の策定又は変更  

ウ  次に 掲げ る 条例， 規則等の制定又は改廃  

・ 市の基本的な 方針又は制度を 定め る も の  

・ 市民に 義務を 課し ， 又はそ の権利を 制限す る こ と を 内容と す る も の  

・ 市民生活に 重大な 影響を 及ぼす も の  

③ 提 出さ れた 意見等の取扱い （ 第９ 条）  

市民から の意見等に つ い て ， 市が施策に 反映さ せる よ う 努め る と と も に ， そ の

結果を 公表す る 。  
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④ 市 民参画手続の実施予定及び 実施状況の公表（ 第 11条）  

毎年度， 市民参画手続の実施予定及び 前年度に お け る 実施状況を 市民に 公表す

る 。  

⑤ 「 鹿児島市市民参画推進に 関 す る 市民会議」 の設置（ 第 22条－第30条）  

本市の市民参画の推進に つ い て 調査審議す る ， 公募市民や学識経験者等で 構成

さ れた 「 市民参画推進に 関す る 市民会議」 を 設置す る 。  

(2) 「市民活動団体等との協働推進について～市民活動の現状と促進方策～」 

（ 策定 月）  

平成16年３ 月（ 令和６ 年３ 月改定）  

（ 概要 ）  

協 働 に よ る ま ち づ く り を 進 め る う え で パ ー ト ナ ー と し て 重 要 な 役 割 を 担 う 市 民 活

動団体 等と の協働を 推進す る た め ， そ の基本的考え 方や方策に つ い て 取り ま と めた も

ので あ る 。  

① 目 標 

市民活動団体等を ま ち づ く り のパー ト ナ ー と し て 位置づ け ， 自主性・ 自立性を

尊重す る な かで ， よ り 効果的な 協働関係の構築に 努める 。  

② 方 策 

次の項目を 柱に 取り 組む こ と と し て い る 。  

・ 市民活動団体の運営基盤づ く り や活動への支援  

・ 市民の協働意識の醸成 

・ 企業と の協働・ 連携の促進  

・ 職員の意識向上と 環境づ く り  

③ 主 な 施策 

ア  市民と つ く る 協働のま ち 事業  

公益的な サー ビ ス を 提供す る 市民活動団体の活動に 対し ， 経費の一部助成や

課題解決のた め の具体的な 助言等の支援を 行う 。  

イ  Ｎ Ｐ Ｏ 基盤強化事業 

Ｎ Ｐ Ｏ 等の市民活動団体の基盤強化を 図る た め ， 人材育成や連携促進のた め

の講座等を 開催す る 。  

５ 消費者行政 

 

消費生活センター 

設置目的  消費生活に 関す る 情報の収集及び 提供等を 行い ， 市民の消費生活の安

定及び 向上を 図る 。  

所 在 地  山下町11番１ 号 

開  館  平成６ 年４ 月１ 日  

開館時間  月～金 午前９ 時～午後５ 時15分 

休 館 日  土曜日， 日曜日， 国民の祝日， 12月29日～１ 月３ 日 

施設内容  ア  相談コ ー ナ ー    イ  情報コ ー ナ ー  

ウ  サー ク ルコ ー ナ ー  

 

主な 事業 
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(1) 消費生活相談 

専門の相談員を 配置し ， 消費生活に 関す る 相談を 受け 付け ， そ の解決のた め に 必要

な 助言 等を 行う 。 ま た ， 月２ 回弁護士に よ る 消費生活法律相談を 行う 。  

(2) 消費者啓発 

消費生活に 関す る 知識を 身に つ け ， 主体的・ 合理的に 行動で き る 消費者を 育成す る

た めに 消費生活教室，親子一日教室を 実施す る と と も に 学校，町内会，高齢者ク ラ ブ ，

企業等 を 対象に 消費生活出張講座を 実施す る 。 ま た ， 一般向け ， 若年層向け 及び 高齢

者向け 等， 対象に 応じ た 各種啓発資料を 作成す る と と も に ， 公共交通機関で の広報や

パネ ル 展を 行う 。  

(3) 消費生活情報の収集・提供 

〈 消費 者教育担い 手育成事業〉  

地域に 根ざ し た 消費者啓発を 促進 し ， 消費者被害の未然防止を 推進す る た め ， 地域

に お い て ， 簡易な 出張講座を 行う 地域消費者リ ー ダ ー を 養成す る 。  

〈 地域 消費者サポ ー タ ー 育成事業〉  

悪質商法やう そ 電話詐欺な ど のト ラ ブ ルを 防ぐ 情報を ， 自分の身近な 人に 伝え る こ

と を 主 な 活動と す る 地域消費者サポ ー タ ー を 育成す る 。  

〈 情報 提供〉  

消費生活セ ン タ ー ニ ュ ー ス の発行を はじ め ， 各種パン フ レ ッ ト 等の作成， 図書・ Ｄ  

Ｖ Ｄ の 貸出し ， 情報コ ー ナ ー で のパネ ル等に よ り 情報提供に 努め る 。  

(4) 消費者団体の育成・活動支援 

消費生活に 関す る リ ー ダ ー を 養成す る こ と を 目的に ， 消費者団体の学習会等を 支援

す る 。  

(5) Ａ（悪質商法）Ｂ（撲滅）Ｃ（シティ）消費者情報ネットかごしま事業 

 消費 者被害未然防止ネ ッ ト ワ ー ク 会議を 開催し て 関係機関と の連携を 図る と と も に ，

市Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ 公式ア カ ウ ン ト 等に よ る 被害情報の提供な ど を 行い 情報を 共有す る こ と に

よ り ， 消費者への「 見守り 機能」 を 強化し ， 本市に お け る 悪質商法の撲滅に 資す る 。  

６ 文化振興 

(1) ふるさと芸能祭 

郷土に 伝承さ れて い る 民俗芸能を 広く 市民に 公開し ， 郷土芸能に 対す る 理解を 深め

る と と も に ， 郷土を 愛す る 心を 高め る 。  

出演者  郷土芸能保存団体等 

(2) 文化事業の共催 

市内の文化団体と 共催で 市民文化祭等の文化事業を 実施し ， 芸術鑑賞の機会を 拡充

す る と と も に 文化団体及び 文化芸術の担い 手の育成に 資す る 。  

〈 市民 文化祭〉  

毎年， ９ ～11月に 開催し て い る 。  

 謡曲 連合大会， い け ばな 展， 薩摩琵琶弾奏大会， 茶会， 南日本俳句大会， 南日本短
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歌大会 ， 邦楽演奏会， 薩摩狂句大会， オ ペ ラ ， 写真展  

(3) 文化芸術活動活性化補助金 

自主的な 文化芸術活動を 活性化す る た め， 文化芸術団体等が実施す る 事業に 対し て

助成す る 。  

(4) 鹿児島市少年少女合唱団 

鹿児 島市 に 在 住し ， 市 内の 小・ 中学 校に 在籍 す る 少年 少女 に よ る 合 唱団 を 育 成し ，

そ の演 奏活動を 通じ て 児童文化の向上を 図り ， 豊かな 情操を 養う と と も に ， 音楽水準

の向上 に 寄与す る 。  

設  立  昭和48年12月 

隊  員  26人（ 令和７ 年４ 月現在）  

(5) 児童文学振興事業 

本市の児童文学の書き 手の育成を 図る た め ， 児童文学者等に よ る 創作講座を 開催す

る と と も に ， 優れた 児童文学作品の出版に 対し 助成す る ほか， 小・ 中学生を 対象と し

た 朗読 コ ン サー ト 等を 行う 。  

① 児 童文学創作講座 

児童文学者な ど に よ る ， 児童文学概論から 創作の方法， 作品の添削指導等の講

座を 開催し ， 児童文学の書き 手の育成を 図る 。  

② 児 童書の出版助成制度  

児童文学に 関す る 優れた 作品に 対し て 出版助成を 行い ， 児童文学の書き 手の育

成な ど を 図る 。（ 出版実費の １ ／２ 以内で 50万円を 上限に 助成）  

③ 椋 鳩十作品朗読コ ン サー ト  

市内小・ 中学校へ出向き ， 椋鳩十作品を 題材と し た 朗読コ ン サー ト 等を 行い 、

椋作品を よ り 身近に ， 深く 鑑賞し 学ぶ場を 設け る 。  

④ 児 童文学者交流事業 

児童文学創作講座の講師を ， 小・ 中学校へ派遣し ， 交流会（ 講話等） を 実施し ，

文学振興を 図る 。  

⑤ 子 ど も た ち に 聞かせた い 創作 童話  

創作童話の募集， 表彰等を 通し て 市民の童話に 対す る 理解と 関心を 深め， 創作

童話への意欲の増進を 図る と と も に ， 作品を 通じ て 子ど も た ち の夢を はぐ く み，

美し い 心を 育て る 。  

(6) 小・中学校等での芸術鑑賞事業 

中央や地元の芸術文化団体に よ る 小・ 中学校や子育て 支援施設で の演奏会等の公演

や優れ た 舞台芸術の鑑賞機会の提供に よ り ， 子ど も た ち の豊かな 情操を 育て る 。  

(7) 歴史・文化資産のデジタル化推進事業 

貴重な 歴史・ 文化資産を はじ めと し て ， 市内の文化財や伝統工芸品等の情報のデ ジ

タ ル化 を 進め， イ ン タ ー ネ ッ ト に よ り 広く 情報発信す る 。  

(8) 市民文化活動推進事業 

市 民 が 音 楽 や 伝 統 芸 能 な ど の 文 化 芸 術 に 触 れ 親 し む イ ベ ン ト を ま ち な か で 開 催 す
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る と と も に ， 文化芸術に 関す る 情報発信を 行う ほか， 専門家から の助言を 受け る な ど

し て ， 文化振興の推進を 図る 。  

(9) ふれてみよう！かごんま弁事業 

小・ 中学校で 鹿児島弁を 使っ た 演劇， 講話等 を 実施す る こ と に よ り ， 児童・ 生徒の

興味， 関心を 喚起す る と と も に ， 鹿児島弁の普及， 継承に 取り 組む 文化団体の活動を

促進す る 。  

(10) 文化芸術推進基本計画推進事業 

文化 芸術 推進 基本 計画 の進 行管 理を 行う た め ， 有 識者 等で 構成 す る 会議 を 開 催し ，

文化芸 術に 関す る 施策を 総合的かつ 計画的に 推進す る 。  

(11) 近代文学館・メルヘン館収蔵資料公開データベース整備事業 

 近代 文学館・ メ ルヘ ン 館の収蔵資料を 市民等が閲覧・ 活用す る こ と がで き る よ う ，

Ｗ ｅ ｂ 公開す る た め のシ ス テ ム 改修を 行う 。  

(12) 市民文化ホール駐車場再整備検討事業 

 市民 文化ホ ー ル駐車場の出入庫の流れを ス ムー ズ に し 利用者の利便性を 図る た め ，

市民文 化ホ ー ル駐車場再整備の設計等を 行う 。  

(13) かごしま近代文学館・かごしまメルヘン館 

設置目的 

鹿 児 島に ゆ か り の あ る 作家 と そ の 作品 等を 紹介 す る 「 か ご し ま 近 代文 学館 」 と ，

世界各地の童話・ 民話等を 人形・ 映像そ の他で 紹介す る 「 かご し ま メ ルヘ ン 館」 を

複合的に 設置す る こ と に よ り ， 本市の文学振興， 文化の向上を 図る と と も に ， 物語

の世界の演出に よ り ， 子ど も た ち に 夢を 与え ， 豊かな 感性を 育む 。  

施設概要 

① かご し ま 近代文学館 

地下１ 階  収蔵庫， く ん 蒸室， 機械室な ど  

１   階  鹿児島情熱絵巻， ゆ かり の作家た ち の情熱， 文学ア ト リ エ ， ラ

イ ブ ラ リ ー ， 事務室， 喫茶室  

２   階  鹿児島文学の群像， 向田邦子の世界， 文学ホ ー ルな ど  

② かご し ま メ ルヘ ン 館地下１ 階   わく わく ス タ ジ オ ， メ ルヘ ン ホ ー ルな ど  

１   階  お はな し のま ち ， お はな し の散歩道， 親子読書コ ー ナ ー  

２ ～３ 階  お はな し の散歩道， 絵本のお 城  

展示概要 

① かご し ま 近代文学館 

「 ゆかり の作家た ち の情熱」  

鹿児島ゆ かり の５ 人の作家が創作に かけ た 情熱を ， 様々な テ ー マ の下， ジ オ

ラ マ や文学資料， 遺愛の品々等を 通し て 紹介す る 。  

「 文学ア ト リ エ 」  

「 こ と ばア ト リ エ 」 で ， こ と ば遊び がで き る 映像装置， ワ ー ク シ ョ ッ プ を 通

し て ， 楽し みな がら こ と ばの世界に 触れら れ， ま た ，「 本のひ ろ ば」 で ， 歴代の

「 椋鳩十児童文学賞」 受賞作品やお 薦め の本な ど を く つ ろ ぎ な がら 読むこ と が
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で き る 。  

「 鹿児島文学の群像」  

鹿児島ゆ かり の22人の作家を 紹介。 ま た ， 様々な テ ー マ で 収蔵品展や企画展

な ど を 開催す る 。  

「 向田邦子の世界」  

原稿等の直筆を はじ め ， 遺愛の品々を 展示し ， 向田の面影を た ど り ， そ の作

品世界を 紹介す る 。  

② かご し ま メ ルヘ ン 館 

「 わく わく ス タ ジ オ 」  

オ リ ジ ナ ルのお 話を 完成さ せて い く 「 ま っ し ろ な 絵本」 があ り ， ま た ， 世界

各地の民族人形や日本各地の郷土玩具な ど 様々な 人形を 展示す る 。  

「 お はな し のま ち 」  

童 話 に 出 て く る お 家 や ミ ニ ア ス レ チ ッ ク な ど で 遊 び な が ら お 話 の 世 界 を 楽

し める 。  

「 お はな し の散歩道」  

『 不思議の国のア リ ス 』 の世界を ト リ ッ ク ア ー ト な ど で 楽し め る 。  

「 絵本のお 城」  

お 気に 入り の絵本を 手に 取っ て 読む こ と な ど がで き る 。  

所 在 地  城山町５ 番１ 号 

建物概要  ( ｱ)  建物構造  鉄筋コ ン ク リ ート 造， 一部鉄骨造， 地下１ 階， 地上３ 階 

( ｲ)  敷地面積  3, 418. 15㎡ 

( ｳ)  建築面積  2, 289. 36㎡ 

( ｴ)  延床面積  5, 874. 31㎡ 

開館年月日  平成10年１ 月29日 

休 館 日  毎週火曜日（ 休日の時はそ の後の最初の平日）， 12月29日～１ 月１ 日 

開館時間  午前９ 時30分～午後６ 時（ 入館は午後５ 時30分ま で ）  

観覧料金 

・ 共通…近代文学館と メ ルヘ ン 館の共通券  ・ 未就学児は無料 ・ 団体は20人以上 

(14) 川商ホール（市民文化ホール） 

施設概要 

区          分  個  人  団  体 

常設展 示 

近代文学館 

一 般 300円 240円 

小 ・ 中 学 生 150円 120円 

年 間 観 覧 券 （ 一 般 ）  600円 － 

年間観覧券（ 小・ 中学生） 300円 － 

メ ルヘ ン 館 

一 般 300円 240円 

小 ・ 中 学 生 150円 120円 

年 間 観 覧 券 （ 一 般 ）  600円 － 

年間観覧券（ 小・ 中学生） 300円 － 

共   通 

一 般 500円 400円 

小 ・ 中 学 生 250円 200円 

年 間 観 覧 券 （ 一 般 ）  1, 000円 － 

年間観覧券（ 小・ 中学生） 500円 － 
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① 開 館年月日  昭和58年２ 月６ 日 

② 位    置  与次郎二丁目３ 番１ 号 

③ 構 造及び 規模 鉄筋コ ン ク リ ー ト 造， 一部鉄骨造， 地下１ 階， 地上５ 階  

④ 敷 地 面 積  48, 276㎡（ 文化公園を 含む）  

⑤ 建 築 面 積  8, 150. 62㎡（ 延床面積19, 689. 29㎡）  

⑥ 工    期  昭和55年12月28日～57年12月10日 

⑦ 建 設事業費  7, 929, 000千円 

⑧ 施 設 案 内 

ア  第１ ホ ー ル 

音楽的催し に 重点を 置く 多目的ホ ー ルで 客席数 1, 990席 

（ 他に 車い す ス ペ ー ス ８ 席）  

イ  第２ ホ ー ル 

演劇の催し に 重点を 置く 多目的ホ ー ルで 客席数 952席 

（ 他に 車い す ス ペ ー ス ６ 席）  

ウ  市民ホ ー ル 

約400人収容の平土間形式の会議室兼用のホ ー ル  

エ  練習室 

オ  会議室， 和室  

カ  展望ギ ャ ラ リ ー  

キ  駐車場 駐車台数 365台 

⑨ 令 和６ 年度利用状況 

(15) 谷山サザンホール 

施設概要 

① 開 館年月日  平成元年10月20日 

② 位    置  谷山中央一丁目4360番地 

③ 構 造及び 規模 鉄筋コ ン ク リ ー ト 造， 一部鉄骨造， 地下１ 階， 地上２ 階  

④ 敷 地 面 積  6, 933㎡ 

⑤ 建 築 面 積  3, 320㎡（ 延床面積  5, 970㎡）  

⑥ 工    期  昭和63年３ 月５ 日～平成元年10月２ 日 

⑦ 建 設事業費  2, 800, 000千円 

⑧ 施 設 内 容 

ア  ホ ー ル 客席数800席（ 他に 車い す ス ペ ー ス ６ 席）  

イ  練習室 

ウ  会議室， 和室  

エ  市民ギ ャ ラ リ ー ， 展示室  

オ  駐車場 駐車台数 74台 

⑨ 令 和６ 年度ホ ー ル利用状況  

ア  利 用 率 73％ 

イ  入場者数 38, 130人 

  

 第１ ホ ー ル 第２ ホ ー ル 市民ホ ー ル 

利  用  率  61％ 80％ 73％ 

入 場 者 数 170, 141人 80, 320人 30, 928人 
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７ 国民年金 

 

国民年金制度は， 老齢， 障害又は死亡に よ っ て 国民生活の安定が損な われる こ と を

国民の 共同連帯に よ っ て 防止し ， 必要な 給付を 行う 制度で あ る 。  

市で は， 法定 受託 事務 と し て ， 第１ 号及 び 任 意加 入被 保険 者に 係る 資格 関係 届書 ，

保険料 免除・ 納付猶予関係申請書， 給付関係請求書の受理， 審査及び 送付を 行い ， 日

本年金 機構と の協力・ 連携事務と し て ， 相談対応， 周知・ 広報等を 行い ， 市民の国民

年金受 給権の確保に 努める 。  

(1) 被保険者数及び免除等状況 

（ 単位： 人）  

区分 

年度 

第 １ 号 

被 保 険 者 

任 意 加 入 

被 保 険 者 
計 

保険料免除・ 納付猶予者  

法定免除 申請免除等 計 

令和５ 年度末 61, 894 748 62, 642 9, 211 25, 361 34, 572 

令和６ 年度末 61, 067 732 61, 799 9, 228 25, 055 34, 283 

※申請 免除等（ 納付猶予・ 学生納付特例・ 産前産後免除含む ）  

(2) 基礎年金等 

① 裁定請求等送付状況 

区分 

年度 

裁定請求書 

（ 死亡一時金請求書含む）  

死亡届 

（ 未支給年金請求含む）  

令和５ 年度 271 3, 115 

令和６ 年度 333 3, 214 

 

② 基礎年金額（令和７年度） 

※【   】 内は昭和31年４ 月１ 日以前生ま れの方の額  

老齢基礎年金（ 満額）      831, 700円 【  829, 300円】  

障害基礎年金（ 年額）  １ 級 1, 039, 625円 【 1, 036, 625円】  

２ 級  831, 700円 【  829, 300円】  

遺族基礎年金（ 基本額）     831, 700円 【  829, 300円】  

※障害・ 遺族基礎年金に は子の加算あ り  

１ 人目・ ２ 人目 １ 人に つ き 239, 300円 

３ 人目以降     〃   79, 800円 

 

③ 受給権者数                    （ 令和 ７ 年３ 月末 現在 ） 

区  分 老齢 老齢基礎 障害 障害基礎※ 遺族基礎 寡婦 計 

受給権者( 人）  1, 616 164, 077 129 11, 323 302 46 177, 493 

※福祉年金から の裁定替含む  

(3) 年金生活者支援給付金（令和元年10月施行） 

年金生活者支援給付金は， 公的年 金等の収入やそ の他の所得額が一定基準額以下の

年金受 給者の生活を 支援す る た め に ， 年金に 上乗せし て 支給さ れる 。  
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８ 国民健康保険                 事業開始 昭和32年11月１ 日 

(1) 事業概況（令和７年４月１日現在） 

○加入状況 

人 口( A)     580, 037人    国保被保険者数( B)  102, 694人 

加入率( B) ／( A)  17. 70％ 

世帯数( a)     285, 750世帯   国保世帯数( b)    72, 209世帯 

加入率( b) ／( a)  25. 27％ 

○保険給付状況 

① 療養の給付 

給付率 義務教育就学前     ８ 割 

義務教育就学後70歳未満 ７ 割 

70歳以上75歳未満 ８ 割（ た だ し ， 一定以上の所得者は７ 割）  

給付内容 ア  診察（ 一般・ 歯科）  イ  薬剤又は治療材料の支給  

ウ  処置・ 手術そ の他の治療  エ  病院又は診療所への入院  

② 入院時食事療養費   入院時の食事療養に 要し た 費用の額から 標準負担額を

控除し た 額を 支給 

③ 入院時生活療養費   65歳以上75歳未満の人（ 入院医療の必要性が高い 患者

を 除く ） が療養病床に 入院し た 場合， 生活療養（ 食事

と 居住費） に 要し た 費用から 標準負担額を 控除し た 額

を 支給 

④ 療 養 費  療養に 要し た 費用に 各給付率を 乗じ た 額を 支給  

⑤ 移 送 費  療養の給付を 受け る た め 医師の指示に よ り 一時的， 緊急的な

必要性があ っ て 病院又は診療所に 移送さ れた 場合に 支給  

⑥ 海外療養費  海外で 療養に 要し た 費用に 各給付率を 乗じ た 額を 支給  

⑦ 高額療養費  病院等で 支払う 一部負担金が自己負担限度額を 超え た 場合に

そ の超過額を 支給 

⑧ 高額介護合算療養費 ８ 月から 翌年７ 月ま で の１ 年間に 病院等で 支払う 医療

費と 介護サー ビ ス 費の一部負担金の合算額（ 国保加入

者に 限る ） が基準額を 超え た 場合に そ の超過額を 支給  

（ 医 療 保 険 保 険 者 と 介 護 保 険 保 険 者 で 一 部 負 担 金 を

按分し て そ れぞ れ支給）  

⑨ そ の他の給付 出産育児一時金  世帯主に 対し て  

・ 産科医療補償制度に 該当の場合  500, 000円 

・ 上記以外の場合        488, 000円 

○保険税賦課状況 

賦課期日  ４ 月１ 日 

賦課方式  所得割， 被保険者均等割， 世帯別平等割の三方式  

納  期  年10期 ６ ， ７ ， ８ ， ９ ， 10， 11， 12， １ ， ２ ， ３ の各月 

（ 普通徴収）    
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年度別の税率，賦課割合状況 

区分 

年度 

税 率 及 び  賦 課 割 合 

所 得 割 均 等 割 平 等 割 

令和５  決  算 

医療分 56. 14％ 8. 00/100 24. 78％ 21, 000円 19. 08％ 23, 300円 

支援金分 58. 26％ 2. 60/100 23. 26％ 6, 200円 18. 48％ 7, 100円 

介護分 57. 36％ 2. 40/100 24. 19％ 7, 400円 18. 45％ 6, 400円 

令和６  決算見込 

医療分 56. 86％ 8. 00/100 24. 23％ 21, 000円 18. 91％ 23, 300円 

支援金分 59. 15％ 2. 60/100 22. 63％ 6, 200円 18. 22％ 7, 100円 

介護分 58. 29％ 2. 40/100 23. 61％ 7, 400円 18. 10％ 6, 400円 

令和７  当初予算 

医療分 49. 25％ 8. 11/100 29. 24％ 30, 700円 21. 51％ 22, 600円 

支援金分 51. 71％ 2. 88/100 27. 45％ 10, 700円 20. 84％ 7, 800円 

介護分 48. 96％ 2. 51/100 28. 94％ 11, 100円 22. 10％ 6, 300円 

 

年度別の保険税賦課状況 

 一世帯当たり  前年度対比 一人当た り  前年度対比 

令和５  決  算 

医療分 83, 214円 98. 39％ 57, 331円 99. 99％ 

支援金分 26, 246円 99. 06％ 18, 083円 100. 67％ 

介護分 23, 434円 99. 67％ 20, 636円 100. 05％ 

令和６  決算見込 

医療分 84, 396円 101. 42％ 58, 938円 102. 80％ 

支援金分 26, 809円 102. 15％ 18, 722円 103. 53％ 

介護分 24, 016円 102. 48％ 21, 309円 103. 26％ 

令和７  当初予算 

医療分 89, 748円 106. 34％ 63, 413円 107. 59％ 

支援金分 31, 818円 118. 68％ 22, 481円 120. 08％ 

介護分 26, 967円 112. 29％ 23, 993円 112. 60％ 

(2) 国保事業の年度別状況 

（ 保険税は現年課税分）  

 単位 令和５ ( 決算)  令和６ ( 決算見込)  令和７ ( 当初予算)  

被
保

険
者 

人 員 （ 平 均 ）  人 110, 115 105, 836 101, 813 

世 帯 （ 平 均 ）  世帯 75, 865 73, 910 68, 939 

保 険 税 限 度 額 円 

医 療 650, 000 医 療 650, 000 医 療 660, 000 

支援金 220, 000 支援金 240, 000 支援金 260, 000 

介 護 170, 000 介 護 170, 000 介 護 170, 000 

保 険 税 収 納 率 ％ 93. 21 92. 84 92. 50 

受 診 率 〃 1, 218. 89 1, 218. 63 - 

療
養
諸
費 

費 用 額 千円 56, 515, 898 55, 585, 022 54, 677, 241 

保 険 者 負 担 分 〃 41, 644, 571 40, 920, 695 47, 605, 113 

一 人 当 た り 費 用 額 円 513, 244 525, 200 537, 036 

一 人 当 た り 保 険 者 負 担 額  〃 378, 192 386, 642 467, 574 

予
算
・ 

決
算
額 

歳 入 千円 65, 861, 107 65, 341, 491 64, 028, 100 

歳 出 〃 69, 035, 738 69, 021, 413 64, 028, 100 

差 引 〃 △3, 174, 631 △3, 679, 922 0 

単 年 度 収 支 〃 △567, 443 △505, 291 - 
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(3) 保険税収納見込 

（ 単位： 千円）  

年 度 区 分 
調定額 

（ Ａ ）  

最終予算額 

（ Ｂ ）  

収入済額 

（ Ｃ ）  

収 納 率 

対 調 定 

（ Ｃ ） ／（ Ａ ）  

対 予 算 

（ Ｃ ） ／（ Ｂ）  

令和６  

現年課税分 8, 894, 878 8, 256, 384 8, 258, 361 92. 84％ 100. 02％ 

滞納繰越分 1, 789, 754 378, 222 381, 473 21. 31％ 100. 86％ 

計 10, 684, 632 8, 634, 606 8, 639, 834 80. 86％ 100. 06％ 

(4) 保険税納付区分比見込（現年課税分） 

（ 単位： 世帯， 千円， ％）  

区    分  口座振替 自主納付  納税嘱託員 合  計 

納 付 対 象 世 帯 数 24, 585 47, 624 - 72, 209 

構 成 比 率 34. 05 65. 95 - 100. 00 

保 険 税 収 納 額 3, 545, 204 4, 704, 041 9, 116 8, 258, 361 

構 成 比 率 42. 93 56. 96 0. 11 100. 00 

(5) 経理状況 

歳  入                         （ 単位： 千円，％）  

科     目 令和５ 年度決算 令和６ 年度決算見込 令和７ 年度予算  

保 険 税 8, 783, 670 13. 34 8, 639, 834 13. 22 9, 234, 082 14. 42 

国 庫 支 出 金 1, 661 0. 00 31, 872 0. 05 2 0. 00 

県
支
出
金 

普 通 交 付 金 49, 016, 682 74. 42 48, 299, 952 73. 92 47, 310, 558 73. 89 

特 別 交 付 金 1, 370, 584 2. 08 1, 334, 980 2. 04 1, 336, 147 2. 09 

計 50,387,266 76.50 49,634,932 75.96 48,646,705 75.98 

一 般 会 計 繰 入 金 6, 601, 059 10. 03 6, 923, 315 10. 60 6, 047, 294 9. 44 

繰 越 金 0 0. 00 0 0. 00 1 0. 00 

そ の 他 の 収 入 87, 451 0. 13 111, 538 0. 17 100, 016 0. 16 

合 計 65,861,107 100.00 65,341,491 100.00 64,028,100 100.00 

歳  出 

科     目  令和５ 年度決算 令和６ 年度決算見込 令和７ 年度予算 

総 務 費 364, 146 0. 53 400, 243 0. 58 418, 634 0. 65 

保 

険 

給 

付 

費 

療
養
諸
費 

療養給付費 41, 358, 334 59. 91 40, 650, 926 58. 90 40, 066, 078 62. 58  

療 養 費 324, 335 0. 47 331, 545 0. 48 333, 017 0. 52  

計 41,682,669 60.38 40,982,471 59.38 40,399,095 63.10  

高 額 療 養 費 6, 929, 324 10. 04 6, 986, 616 10. 12 6, 898, 953 10. 77  

高額介護合算療養費 10, 635 0. 02 9, 695 0. 01 12, 270 0. 02  

移 送 費 40 0. 00 0 0. 00 240 0. 00  

審査支払手数料 118, 931 0. 17 115, 305 0. 17 116, 846 0. 18 

出産育児一時金 119, 947 0. 17 122, 504 0. 18 162, 069 0. 25  

葬 祭 費 15, 740 0. 02 15, 400 0. 02 15, 640 0. 02  

傷 病 手 当 金 694 0. 00 26 0. 00 0 0. 00  

計 48,877,980 70.80 48,232,017 69.88 47,605,113 74.35 
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科     目  令和５ 年度決算 令和６ 年度決算見込 令和７ 年度予算 

国民健康保険事業費納付金 16, 332, 628 23. 66 16, 326, 920 23. 65 15, 464, 699 24. 15 

共 同 事 業 拠 出 金 2 0. 00 0 0. 00 0 0. 00 

保 健 事 業 費 396, 724 0. 57 387, 154 0. 56 464, 134 0. 72 

諸 支 出 金 457, 070 0. 66 500, 448 0. 73 45, 520 0. 07 

予 備 費 0 0. 00 0 0. 00 30, 000 0. 05 

繰 上 充 用 金 2, 607, 188 3. 78 3, 174, 631 4. 60 0 0. 00 

合 計 69,035,738 100.00 69,021,413 100.00 64,028,100 100.00 

差 引 過 不 足 額 △3, 174, 631 - △3, 679, 922 - 0 - 

単 年 度 収 支 額 △567, 443 - △505, 291 - - - 

(6) 保健事業 

① は り ・ き ゅ う 施設の利用補助  

施術１ 回に つ き 1, 100円     ４ 月 60回 ５ 月 55回 ６ 月 50回 

７ 月 45回 ８ 月 40回 ９ 月 35回 

10月 30回 11月 25回 12月 20回 

１ 月 15回 ２ 月 10回 ３ 月 ５ 回 

※利用回数は， 交付月に よ り 異な る 。  

年度別利用状況 

 令和２  令和３  令和４  令和５  令和６  

件  数（ 件）  56, 193 56, 540 54, 946 55, 163 52, 316 

単  価（ 円）  1, 100 1, 100 1, 100 1, 100 1, 100 

金  額（ 円）  61, 812, 300 62, 194, 000 60, 440, 600 60, 679, 300 57, 547, 600 

 

② 人 間ド ッ ク の利用補助  

２ 万円を 上限と し て 検査料金（ 消費税を 除く ） の半額補助（ た だ し ， 納期の到

来し た 国民健康保険税完納世帯で ４ 月１ 日現在 35歳以上の人）  

年度別利用状況 

 令和２  令和３  令和４  令和５  令和６  

利用件数（ 人）  402 567 502 558 532 

補助金額（ 円）  7, 284, 525 10, 344, 625 9, 263, 662 10, 529, 425 10, 070, 050 

 

③ 脳 ド ッ ク の利用補助 

２ 万円を 上限と し て 検査料金（ 消費税を 除く ） の半額補助（ た だ し ， 納期の到

来し た 国民健康保険税完納世帯で ４ 月１ 日現在 35歳以上の人）  

年度別利用状況 

 令和２  令和３  令和４  令和５  令和６  

利用件数（ 人）  122 260 233 179 193 

補助金額（ 円）  2, 247, 985 4, 742, 513 4, 309, 218 3, 296, 326 3, 576, 360 
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④ 特 定健康診査・ 特定保健指導 の実施（ 40歳以上74歳以下の人）  

年度別状況 

 
特定健康診査  特定保健指導  

令和４  令和５  令和６  令和４  令和５  令和６  

対象者数（ 人）  77, 286 74, 179 71, 510 2, 617 2, 494 2, 295 

受診者数（ 人）  26, 626 25, 316 23, 380 708 635 300 

受診率/実施率（ ％） 34. 5 34. 1 32. 7 27. 1 25. 5 13. 1 

※令和４ 年度， 令和５ 年度は， 国への法定報告に 基づ く 数値。  

※令和６ 年度は， 令和７ 年５ 月末現在の法定報告の数値。  

※特定 保健指導の受診者は終了者 数。  

(7) 高額療養資金の貸付制度 

（ 昭和53. １ . １ 実施）  

高額な 医療費の支払い が困難な 国民健康保険の被保険者に 対し ， 必要な 資金を 貸し

付け る 制度 

〇対象 ・ 貸付金額  医療費の一部負担金が高額療養費の自己負担限度額を １ 万円

以上上回る 場合で ， 支払い が困難な 人に 高額療養費の支給見

込額を 貸し 付け る 。  

〇貸 付 利 子  無利子 

〇申請 書の提出先  国民健康保険課， 谷山支所市民課， 吉田・ 喜入・ 松元・ 郡山

各支所総務市民課及び 桜島支所桜島総務市民課  

〇基 金 の 額  4, 000万円 

〇貸付 件数・ 金額  314件 56, 722, 244円（ 令和６ 年度実績）  

９ 市民サービスステーション 

設置目的 

市民の利便性の向上を 図る た め， 土曜日・ 日曜日・ 祝日等の休日で も 住民票の写し

や戸籍 謄抄本， 印鑑登録証明書等を 請求で き る 窓口と し て 設置す る 。  

 

名称及び 設置場所並び に 設置年月日， 面積  

・ 鹿児島市鹿児島中央駅市民サー ビ ス ス テ ー シ ョ ン  

中央町１ 番地１ （ 鹿児島中央駅西口１ 階） ℡  285－5502 

平成８ 年６ 月19日設置 面積 78. 67㎡ 

 

取扱業務 

( 1)  住民票の写し の交付 

( 2)  住民票記載事項証明書の交付  

( 3)  公的年金受給者に 係る 現況届等の記載事項証明書の交付  

( 4)  印鑑登録証明書の交付 

( 5)  戸 籍 及 び 除 籍 の 全 部 事 項 又 は 個 人 事 項 に 関 す る 証 明 及 び 謄 本 又 は 抄 本 の 交 付  

( 6)  戸籍の附票の写し の交付  

( 7)  身分証明書の交付  
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( 8)  受理証明書の交付  

※( 5) ～( 8) に つ い て は， 平日 の午後５ 時15分から 午後６ 時30分ま で と 土曜日・

日曜日・ 祝日等の休日は， 申請受付のみ行い ， 証明書は後日交付す る 。（ 交付

の方法は， 来所ま た は郵送の２ 通り ）  

 

業務日及び 業務時間  

( 1)  業 務 日  水曜日及び 12月29日～翌年１ 月３ 日を 除く 毎日  

( 2)  業務時間  午前10時～午後６ 時30分 

10 コンビニ等による証明発行 

市民の利便性の向上を 図る た め， 市役所の開庁時間外に お い て も ， コ ン ビ ニ エ ン ス

ス ト ア 等のマ ルチ コ ピ ー 機で 住民票の写し な ど を 交付す る サー ビ ス を 実施す る 。  

サー ビ ス 開始日  平成26年１ 月14日 

取 扱  証 明  住民票の写し ， 印鑑登録証明書， 所得額証明書，  

課税額（ 非課税） 証明書， 市・ 県民税納税証明書，  

戸籍全部・ 個人事項証明， 戸籍附票全部・ 一部証明  

利用可能時間   戸籍関係の証 明書  平日午前９ 時～午後５ 時15分 

そ の他の証明書  午前６ 時30分～午後11時 

上記のい ず れの証明書も 店舗の営業時間に 準じ る ほか， 12月29

日～翌年１ 月３ 日及び メ ン テ ナ ン ス 日等を 除く  

交付手数料の減額  コ ン ビ ニ 交付に 係る 手数料を 100円減額 

減 額 開 始 日  令和４ 年12月１ 日 

11 ワンストップ窓口サービスの実施 

市民サー ビ ス の向上を 図る た め， 住民異動に 伴う 国保・ 年金・ 福祉等の一連の手続

き を 基 本的に １ つ の窓口で 行う ワ ン ス ト ッ プ 窓口サー ビ ス を 本庁市民課で 実施す る 。  

サー ビ ス 開始日  平成23年10月３ 日 

12 マイナンバーカード（個人番号カード）の交付 

社会保障・ 税番号制度は， 行政を 効率化し ， 国民の利便性を 高め ， 公平・ 公正な 社

会を 実 現す る た め の制度で あ る 。 同制度に お け る ， 平成 28年１ 月から の個人番号利用

の開始 に 伴い ，「 番号確認」 と 「 本人確認」 がで き る な ど 利便性の高い「 マ イ ナ ン バー

カ ー ド 」 の交付と そ の普及促進を 図る 。  

(1) これまでの流れ 

① 通 知カ ー ド の送付開始  平成27年11月18日 

（ ※通知カ ー ド は， 個人番号を 記載し た 紙製のカ ー ド ）  

② マ イ ナ ン バー カ ー ド の交付申請受付開始   平成27年10月５ 日 

（ ※ マ イ ナ ン バ ー カ ー ド は ， Ｉ Ｃ チ ッ プ を 内 蔵 し た プ ラ ス チ ッ ク 製 の 写 真 付 カ ー ド ）  

③ マ イ ナ ン バー カ ー ド の交付開始   平成 28年１ 月21日 

④ 「 マ イ ナ ン バー カ ー ド 交付円滑化計画」 に 基づ く 特設会場の設置（ 本庁， 谷山

支所）   令和２ 年２ 月 

⑤ 通 知カ ー ド の廃止  令和２ 年５ 月25日 

（ ※出生時等のマ イ ナ ン バー は，「 個人番号通知書」 に よ り 通知）  
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⑥ 特 急発行・ 交付制度の開始  令和６ 年12月２ 日 

   （ ※速やかな 交付が必要な 方を 対象に 約 １ 週間以内に 自宅へカ ー ド を 郵送）  

(2) 交付体制等 

① 休 日の開庁  平日の来庁が 困難な 市民の利便性向上を 図る た め， 毎月第２ 日

曜日と 第４ 土曜日の月２ 回開庁し ， 交付を 行う 。  

※本庁及び 谷山支所以外の支所は事前に 電話予約が必要  

② 特 設会場の設置   本庁及び 谷山支所に お い て 特設会場を 設置し ， 交付や申請

受付等を 行う 。  

13 おくやみコーナー 

死亡に 伴う 各種手続は， 遺族等が各課を 回り ， そ の都度書類を 記入す る な ど の手続

き を 行 っ て お り ， そ の手続き に 時間を 要す る な ど ， 遺族 等の負担と な っ て い る 。  

遺族 等の 負担 軽減 を 図 る こ と を 目的 に ， 本庁 舎内 に 専 用窓 口 「 お く や みコ ー ナ ー 」

を 運営し ， 必要な 手続の案内や申請書の作成補助等を 行う 。  

年度別利用件数 

年 度 令和４  令和５  令和６  

利用件数 2, 139件 1, 756件 1, 680件 

開設日  令和４ 年１ 月19日 

14 住民異動手続き等における書かない窓口システムの運用 

住民 異 動 の手続 き等に係 る市 民の届 書 等の記 入を 不 要とする書かない窓口 システムを ，

本庁・谷山支所市民課及び各支所総務市民課において運用する。 

システムに沿って職 員の聞き取り 等により届 書等 を 作成 することで 市民 の記 入が不 要とな

るととも に，届書等作成時のデータ を活用し従前のチェ ック・入力等を効率化したことで，特に

繁忙期に長時間化する市民の待ち時間を短縮し，併せて職員の業務負担を軽減する。 

運用開始日  ① 令和６年３月１日（本庁・谷山支所市民課）  

② 令和６年12 月５日（伊敷支所・吉野支所・松元支所総務市民課，鹿児

島中央駅市民サービスステーショ ン）  

③ 令和７年１月16 日（吉田支所・桜島支所・喜入支所・郡山支所総務市

民課） 

15 人権啓発 

わが国に お い て は， 基本的人権の 享有を 保障す る 日本国憲法の下， こ れま で 人権に

関す る さ ま ざ ま な 施策が講じ ら れて き た が， 今日に お い て も ， 生命・ 身体の安全に か

かわる 事象や， 社会的身分， 門地， 人種， 信条又は性別に よ る 不当な 差別そ の他の人

権侵害 がな お 存在し て い る 。 ま た ， 国際化， 情報化， 高齢化等の社会情勢の変化や価

値観の 多様化等に よ り 人権に 関す る 新た な 課題も 生じ て き て い る 。  

こ のた め ， 国は， 人権教育及び 人 権啓発に 関す る 施策の推進に つ い て ， 国， 地方公

共団体 及び 国民の責務を 明ら かに す る た め ， 平成 12年12月に 「 人権教育及び 人権啓発

の推進 に 関す る 法律」 を 公布し ， 平成14年３ 月に は，「 人権教育・ 啓発に 関す る 基本計

画」 を 策定し た 。  
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本市に お い て も ， 平成19年１ 月に 人権教育及び 人権啓発に 関す る 施策を 推進し て い

く た め ，「 鹿児島市人権教育・ 啓発基本計画」 を 策定（ 平成 24年３ 月， 平成28年12月，

令和５ 年３ 月改訂） し た 。 こ の基本計画に 基づ き ， 各関係実施機関と 緊密に 連携し ，

学校，家庭，地域社会，企業な ど あ ら ゆ る 場を 通し て 人権意識の高揚を 図る と と も に ，

さ ま ざ ま な 人権問題に お け る 偏見や差別意識の解消に 向け た 人権教育， 人権啓発の推

進に 取 り 組ん で お り ， 第六次総合計画に お い て も ， 基本施策に 「 誰も が個性と 能力を

発揮で き る 地域社会の形成」 を 掲げ ， あ ら ゆ る 場や機会を 捉え て 人権教育や人権啓発

を 推進 し ， 一人ひ と り の人権や多様性が尊重さ れる ま ち づ く り を 進め る こ と と し て い

る 。  

平成27年７ 月に は， そ れら の施策等を 総合的かつ 計画的に 推進す る た め， 鹿児島市

人権啓 発に 関す る 懇話会を 設置し た 。  

ま た ， 令和４ 年１ 月に は， 一人ひ と り の人権や多様性が尊重さ れ， 安心し て 暮ら し

て い け る 鹿児島市を 実現す る た め ， パー ト ナ ー シ ッ プ 宣誓制度を 開始し た と こ ろ で あ

る 。  

(1) 人権教育・啓発基本計画の推進 

本市 に お け る 人権 教育 ・ 啓 発に 関す る 施 策等 を 総 合的 かつ 計画 的に 推進 し て い く 。 

① 鹿 児島市人権啓発に 関す る 懇話会の開催  

② 鹿 児島市人権教育・ 啓発推進本部会議の開催  

(2) 人権啓発活動 

さ ま ざ ま な 人権問題に つ い て ， 広く 市民， 企業等に 啓発し ， 市民一人ひ と り が正し

い 理解 と 認識を 深め ， お 互い の人権を 尊重し 合う 意識の高揚を 図る 。  

① 人 権啓発冊子の作成・ 配布  

② 人 権啓発ポ ス タ ー の作成・ 配布及び 市電・ 市バス 等への掲出  

③ 人 権啓発パネ ル展の開催  

④ 「 人権の花」 運動の実施  

⑤ 街 頭啓発 

⑥ 職 員研修の実施  

(3) パートナーシップ宣誓制度の運用及び性の多様性啓発支援事業 

一人ひ と り の人権や多様性が尊重 さ れ， 安心し て 暮ら し て い け る 鹿児島市を 実現す

る た め ， パー ト ナ ー シ ッ プ 宣誓制度を 運用す る と と も に ， パン フ レ ッ ト の作成等に よ

り ， 市 民等の性の多様性に 関す る 理解促進を 図る 。  

① パ ー ト ナ ー シ ッ プ 宣誓制度の運用  

② 性 の多様性に 関す る 理解促進パン フ レ ッ ト の作成・ 配布  

③ 性 の多様性に 関す る 理解促進ポ ス タ ー の掲示  

(4) 人権擁護委員の推薦 

市民の基本的人権の擁護等を 目的 と す る 人権擁護委員を 法務大臣に 対し ， 議会の意

見聴取 を 経て 推薦す る 。  

16 男女共同参画 

男女 が， 互い に そ の人 権を 尊重 し つ つ ， 責任 も 分 かち 合い ， 性 別に かか わり な く ，
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そ の個 性と 能力を 十分に 発揮で き る 男女共同参画社会の実現は重要な 課題の一つ で あ

り ， 国 内外で 取組が進めら れて い る 。  

本市は， 平成26年４ 月に 施行し た 「 鹿児島市男女共同参画推進条例」 及び 令和４ 年

３ 月に 策定し た 「 第３ 次鹿児島市男女共同参画計画」 に 基づ き ， 男女共同参画セ ン タ

ー を 拠 点と し て ， 市民， 事業者等と 一体と な っ た 総合的な 施策の推進に 努め， 誰も が

安心し て い き い き と 暮ら せる 心豊かな 男女共同参画社会の実現に 取り 組ん で い く 。  

(1) 「男女共同参画推進条例」 

（ 施行 期日）  

平成26年４ 月１ 日 

（ 目的 ）  

男女共同参画の推進に 関し ， 基本理念を 定め ， 市， 市民， 事業者， 市民団体及び 教

育に 携 わる 者の役割を 明ら かに す る と と も に ， 男女共同参画の推進に 関す る 施策の基

本と な る 事項を 定め る こ と に よ り ， 男女共同参画を 総合的かつ 計画的に 推進し ， 男女

共同参 画社会の実現に 寄与す る こ と を 目的と す る 。  

(2) 男女共同参画計画の推進 

本市に お け る 男女共同参画に 関す る 施策に 総合的かつ 体系的に 取り 組ん で い く 。  

① 鹿 児島市男女共同参画審議会 の開催  

② 鹿 児島市男女共同参画推進連 絡会議の開催  

③ 職 員研修の実施  

(3) 広報啓発 

男女共同参画社会への理解と 認識 を 深める た め ， 男女共同参画に 関す る 啓発や法律，

施策の 情報提供を 行う 。  

① 男 女共同参画情報誌「 す て っ ぷ」 の発行  

② 男 女共同参画に 関す る 情報の収集提供  

(4) ＤＶ等対策 

配偶者等から のあ ら ゆ る 暴力の根絶のた め ， 予防啓発及び 被害者支援の取組を 行う 。 

① 生 徒・ 学生向け デ ー ト Ｄ Ｖ 講演会及び 若者に よ る 若者のた め のデ ー ト Ｄ Ｖ 講座

の開催 

② デ ー ト Ｄ Ｖ 防止啓発誌の 作成・ 配布 

③ カ ー ド サイ ズ Ｄ Ｖ リ ー フ レ ッ ト の配布  

④ 配 偶者暴力相談支援セ ン タ ー 業務  

⑤ Ｄ Ｖ 防止対策委員会の開催  

⑥ Ｄ Ｖ 防止庁内連絡会議の開催  

(5) 女性のつながりサポート事業 

女性に 寄り 添っ た き め 細かな 支援を 行う と と も に ， 相談機関等の支援者を 対象に 研

修を 行 い ， 地域に お け る 支援体制の充実を 図る 。  

① 相 談業務 

② 居 場所の提供 

③ 生 理用品の提供  
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④ 「 支援者」 の養成・ 育成・ 研修  

(6) 女性活躍推進計画の推進 

職業生活に お け る 女性活躍を 推進 す る た め の事業を 行う 。  

① 女 性活躍ア ド バイ ザー の配置  

② 女 性活躍応援リ ー ダ ー ズ セ ミ ナ ー の開催  

③ 女 性のキ ャ リ ア デ ザイ ン に 関す る セ ミ ナ ー や先輩女性と の意見交換会の開催  

(7) 男女共同参画センター 

設置目的  男女共同参画社会づ く り を め ざ す 活動拠点施設と し て ，学習，情報，

支援， 相談， 調査研究の５ つ の機能を 基に 事業を 行う 。  

所 在 地  荒田一丁目４ 番１ 号 

開  館  平成13年１ 月25日 

開館時間  午前９ 時30分～午後９ 時30分（ 日曜日・ 祝日は午後６ 時ま で ）  

休 館 日  月曜日（ 祝日の場合は翌平日）， 12月29日～１ 月３ 日 

施設内容  鹿児島市生涯学習プ ラ ザと の複合施設（ ※生涯学習プ ラ ザに つ い て

は， Ｐ 381・ 382参照）  

ア  図書情報コ ー ナ ー   イ  情報体験コ ー ナ ー   ウ  相談室 

エ  講堂        オ  ス タ ジ オ       カ  託児室 

キ  研修室       ク  交流サロ ン      ケ  食工房 

コ  生活工房      サ  マ ルチ メ デ ィ ア 学習室  

シ  情報活用セ ミ ナ ー 室 ス  多目的フ ロ ア  

セ  伝統文化セ ミ ナ ー 室 

事業計画 

１  学習・ 啓発事業の実施  

① サ ン エ ー ルフ ェ ス タ 開催事業  

男女共同参画社会の実現に 向け て ， 市民と 共に 考え 行動す る 参画型イ ベ ン ト を 開

催し ， 広く 男女共同参画の意識を 醸成す る と と も に ， イ ベ ン ト への参加を 通じ た 市

民の情報発信や交流を 支援す る 。  

② 学 習・ 研修事業  

男女共同参画に 対す る 理解と 認識を 深める こ と や能力開発， 生涯に わた る 健康管

理等を 目的と し た 学習機会を 提供 す る 。  

２  情報の収集提供 

男女共同参画に 関す る 市民の理解を 深める た め ， 情報を 収集提供す る 。  

・ 図書， Ｄ Ｖ Ｄ の貸し 出し  

３  市民活動の支援 

男女共同参画に 関す る 市民のさ ま ざ ま な 活動を 支援し ， ネ ッ ト ワ ー ク づ く り を 促進

す る 。  

４  相談事業 

主に 女性が抱え る さ ま ざ ま な 問題に つ い て ， 男女共同参画の視点を 持っ て 相談に 対

応し ， 自ら の力で 解決で き る よ う 支援す る 。  

① 総 合相談 

② 専 門相談（ 法律相談， 心理相 談， 男性相談）  

５  調査研究事業 



 

- 155 - 

男女共同参画社会の実現に 向け て ， 市民の身近に あ る 現実や課題に つ い て 調査研究

を 行い ， 市民のニ ー ズ を 把握し セ ン タ ー 運営に 反映さ せる 。  

(8) かごしまのアンコンシャス・バイアス見える化事業 

一人ひ と り の個性と 能力を 発揮で き る 地域社会づ く り に 向け ， 固定的な 性別役割分

担意識 や無意識の思い 込みな ど ，身近に あ る ア ン コ ン シ ャ ス・ バイ ア ス を 見え る 化し ，

そ の解 消に 向け ， 理解促進を 図る 。  

① 市 民ア ン ケ ー ト 調査（ エ ピ ソ ー ド 等の収集を 含む ）  

市民 を 対象に ， ア ン コ ン シ ャ ス ・ バイ ア ス に 関す る 意識に つ い て ア ン ケ ー ト 調査

を 行う ほか， 身近に あ る ア ン コ ン シ ャ ス ・ バイ ア ス を 見え る 化す る た め ， 実際に あ

っ た エ ピ ソ ー ド や解消に 向け た ア ク シ ョ ン を 収集す る 。  

② 解 消に 向け た 広報啓発  

①の ア ン ケ ー ト 調査の分析や収集し た エ ピ ソ ー ド 等に つ い て 幅広い 世代に 周知で

き る よ う ，男女共同参画情報誌や男女共同参画セ ン タ ー Ｓ Ｎ Ｓ で 情報発信す る ほか，

新た に 特設ＷＥ Ｂ サイ ト を 開設す る な ど ， 市民の意識啓発を 行う 。


